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３つの目で見た『浪速百景』
今までの『浪速百景』についての研究は、その景観はどの場所で、どの方向から描か
れ、現在その場所はどうなっているかといった景観論や都市変遷史などが主流でした。
今回は、別の視点で、３回に分けて『浪速百景』を「虫の目」（虫眼鏡）で細かく作品を
調べ、「鳥の目」（遠眼鏡）の卓越した視力で作品を俯瞰し、「魚の目」（魚眼レンズ）
で川の流れを読むように、作品間の潮流を読み分析したいと思います。
これら「３つの目」により、絵師が仕掛けた遊び心が溢れる『浪速百景』の中に入り、秘
められた判じ物の謎々に挑み、あなたを幕末の大坂の万華鏡の世界へいざないます。
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講師　湯川　敏男（ゆかわ　としお）　氏

場　所：中之島図書館　別館2階（1月・2月）
　　　  中之島図書館　本館3階  レンタルスペース2（3月）
定　員：各回40名　※事前お申込みが必要です
時　間：10：00～12：00  (質疑応答含む)
　　　　(受付9:30～)
参加費：各回500円
持ち物：筆記用具


